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ひとつぶで３度おいしいおもてなし 

★ 

 指宿ロイヤルホテルの有村佳子さんが、かつて、「ホテルのサービスは、茶道でいうと裏千家

か表千家か？」と私になぞなぞを出した。適当に「裏」と言ったら正解だった。答は、「“おも

てなし”だから“裏”」というダジャレだった。お茶もお花もやったことはないが、こうした“道”

には、人に接する心構えの基本が凝縮されていて、それを無駄なく・美しく・最高の効率で発

揮する形が確立されている・・・と思う。 

★★ 

 私の、熊本の人の

イメージは、どっち

かというと観光には

向かないと思う。「あ

れが阿蘇。世界一の

カルデラ。すごいだ

ろう、勝手に見てく

れ！」って感じで、

素朴すぎる。 

観光には、「ひとつ

ぶで３度おいしい」

おもてなしが大事だ

と思う。 

 まず、期待感（来

たい感）を高める。

どんなだろう？と考

える楽しみを与える

のが１度め。２度め

が本番で、そこでは

期待以上の喜びを与

える。少なくとも期

待通りでなければな

らない。そして、後

で思い出して良い気

分にさせる仕掛け。 

★★★ 

 例えば、パン屋が、「無農薬国産小麦使用安心安全手作りの店」ということで、

店のＨＰに焼き上がったパンの写真を掲載しても、それだけでは期待 

感は高まらない。なんの差別化にもならない。「今､パン生地こねてま 

す。10 時に焼き上がります」とか、「店で使う小麦の収穫をしていま 

す」という農作業の様子とかをフェイスブックで情報発信すれば、そ 

の店への“来たい感”は高まる。そんな丁寧さが大事だと思う。 


